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れば、その完全な終焉の完成には、その以降、200 年もかかった。ジェンダー革命の実現は 1970 年代
のことである。その死へと向かう父権社会のゆっくりとした歩みについては、E. Badinter, L’un est l’autre, 















Barbara Ehrenreich & Deirdre English, Witches, Midwives, and Nurses – A History of Women Healers. Complaints 
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and Disorders – The Sexual Politics of Sickness, The Feminist Press, 1973 ;『魔女･産婆･看護婦／女性医療家の
歴史』、長瀬久子[訳]、法政大学出版局、1996、及び、Londa Siebinger, The Mind has no sex ? Women in the 










ような女性は、無作法な自惚れ屋で、ほとんど誇大妄想狂に近いと考えられていた｣(E. Badinter, Emilie, 































恥ずべきもの、全面的な自由を制限するものと思われてくる｣(Ives Durant, Les Fermiers généraux su XVIIIe 
siècle, PUF, 1971)。｢結婚なんてものはモンスターの所業(monstruosité)である｣(ディドロ)。このようなリ
ベルタン的イデオロギーの起源は 12 世紀に見出される：｢愛は 12 世紀の発明である｣。12 世紀、トゥ
ルバドゥールがその叙事詩によってヨーロッパ中に広めた宮廷風恋愛が一世を風靡したが、それは幾つ
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Instruction pour les Sages-Femmes, Avant-propos, 1770)。『百科全書Encyclopédie, ou Dictionnaire raisonné des 













もっともドラマティックな顛末はアメリカ合衆国において見出される。Sadker, Myra & David, Failing at 


















22 拙論｢ケア倫理の可能性の条件としての唯物論｣、Prospectus、No. 7 (2004)、p. 25-26を参照のこと。 
 
 
（大阪教育大学非常勤講師） 
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